
認定ＮＰＯ法人横浜日独協会 第３８回理事会議事録 

（オンライン会議）  

 

１．日   時  ２０２０ 年８月２２日（土）１３：００～１５：００ 

２．会   場  オンライン会場（あーすぷらざ事務室内） 

３．理事総数  ２３名 

４．出 席 者 （オンライン出席者） 

早瀬会長 能登副会長 向井副会長 山口常務理事 大瀬常務理事  

坂井理事 成川理事 寺澤理事 大堀理事 小貫理事 大治理事  

地野理事 齊藤常務理事 

委任：（議長）小島理事 神永理事 磯貝理事 中尾理事 佐藤理事  

藤田理事 北井理事 （向井副会長）南雲常務理事 以上２１名 

（欠席理事）ゼーリヒ理事 ユーデック理事 

※運営委員：野澤委員 

 

５．議事の経過の概要および議決の結果 

定款第３３条および第３７条にもとづき早瀬会長は、新型コロナウィルス感染防止対策

のため、本理事会はオンライン会議とする旨、議案書を添え８月１３日全役員にメールで

通知した。 

定款第 34条の規定により、早瀬会長が議長にあたる。 

本理事会の議事録署名は早瀬会長、能登副会長および向井副会長とした。 

 

6．議  題 

第 1号議案 報告事項について会員実績： 

２１８名／社／団体（一般１５２名、青年６名、学生４６名、法人１４社／団体） 

① 資金状況： （8月 22日現在）普通預金 1,398,752円（横浜銀行横浜駅前支店 627,414

円、ゆうちょ振替 721,980円、ゆうちょ総合 49,358円） 

寄附金受領状況（4月 1日以降 7月 6日まで）寄附数 30件、合計 226,000円及び法 

人賛助会費 100,000円がＮＰＯ法人としての寄附金となる。  

他に「よこはま夢ファンド」の登録団体となっている当協会には基準助成額 50,000 

円と指定寄附 15,000円、合計 65,000円の助成枠がある。 

② 会報／ＨＰ: 次回発行予定は 10月 1日、9月 10日原稿締め切り。イベントは少ない

が投稿等で収まる。ホームページが 7 月にリフォームされスマホで閲覧できるよう

になり広報の威力が増す。 

③ 事業実績（予定）報告 

〇法人会員のモトスミ・ブレーメン通り商店街振興組合が復興大臣表彰される予定。



継続して行ってきた東日本復興支援活動が対象となっている。 

 

 以上、報告事項について全理事一致して承認された。 

 

第２号議案 例会・行事予定について 

８月理事会（第３８回）：８月 22日（土）13：00～14：30オンライン会議 

８月イベントなし 

９月理事会（第３９回）：9月 19日（土）13：00～14：30 

９月予定イベントの講演会（9月 19日）はコロナ感染防止対策のため中止とする。 

（講演；黒川剛元オーストリア大使『100年後からみるワイマール文化』） 

2020年 オクトーバーフェスト：9月 26日（土）午後 4：30～ 詳細未定、８月 22日 

現在中止の情報はない。（会場；横浜カントリーアンドアスレチッククラブ） 

……………コロナ情勢での変更あり…………… 

  １１月イベント：コロナ情勢次第だが、野澤会員によるチーズをテーマにした講演会な 

どもが候補になるが今後の状況をみながら判断していく。 

なお、イベントの主な会場としているさくらプラザは制限付きで使用が可能 

となっていて、利用希望者が増えている。 

  ※「例会」は会員限定のイベントとみなされる可能性があることから、認定ＮＰＯ法人 

として広く市民に向けた公益活動をＰＲする意図で再考願いたい。（齊藤事務局長） 

 

 以上、例会・行事予定について全理事一致して承認された。 

 

第３号議案 10周年記念事業（式典等）について 

  早瀬会長より、記念事業について会長、両副会長及び事務局長がオンラインで事 

前協議をしたのでまずその結果報告を行い、出席理事よりの意見をいただいた上で 

本日最終結論をだすと説明があった。 

 10月 17日の式典、基調講演ならびに記念コンサートの会場も確保されている。 

大茶会については来年の秋に延期して開催することをすでに決定している。設立 10 

周年記念の式典・講演会及びコンサートは、コロナ感染拡大に鑑み中止する。コロ 

ナの推移を予測できない現段階では順延は行わない。ただ、今後この感染拡大が収 

束し好転すれば、理事会の合意のもと開催の可能性を否定するものではない。10周 

年記念誌は順調に編集が進み、関係者への贈呈、会員・市民への配布を行う。式典 

で予定されているヴィースホイ氏の記念講演については、要旨を印刷して記念誌に 

添えて贈呈・配布する。コンサート出演の依頼済みの音楽家については、コロナ感 

染が収束後独立のコンサートとして出番をつくる。 

 以上の説明に対して、出席理事から、コロナ感染は家庭にも会社にも大きな影響 

を与えていることを重く考えた妥当な結論である、収束を踏まえて改めて議論すれ 

ばよいとの発言があった。 

記念講演に関して、当初オンライン講演やビデオメッセージの配信などの考えもあ 



ったが、講内容の要旨を書いてもらうことは可能であろう。（成川理事） 

来年は日独修好 160周年、横浜市とフランクフルト市のパートナー都市提携 10 

    周年などと重なる。（当該イベントの実施の可否は別として）当協会の積極的な参 

画が求められるであろう。（山口常務理事、早瀬会長） 

（早瀬会長） 

 

 以上、10周年記念式典・講演・コンサートの中止について全理事一致して承認された。 

 

第４号議案 記念事業に係わる「よこはま夢ファンド」助成金申請について 

当該申請書は 7月 27日に提出済み。10周年記念式典・記念講演及び記念コンサー 

トとして総事業費 430,000円（コロナ禍で事業内容の変更の可能性も申し伝えてあ 

る）。そのうち助成金対象は 10周年記念誌発行経費（予算計上額 70,000円）に充て 

る。審査等を経て今年 10月中旬頃結果がでる。（齊藤事務局長） 

 

 以上、記念事業に係わる「よこはま夢ファンド」助成金申請について全理事一致して承認

された 

  

第５号議案 2020年度高校生派遣事業進捗状況について  

    当事業に関しては佐藤派遣委員長とも連携をとっている。派遣予定高校生 2名には 

すでに延期（または中止）の旨を伝えてある。中止の場合は記念品の贈呈を考えてい 

る。（野澤受入委員長） 

 

 以上、2020年度高校生派遣事業進捗状況について全理事一致して承認された。 

 

第６号議案 オンラインミーティング環境整備助成金申請について 

横浜市は本年度新たに「市民公益活動緊急支援助成金」制度を出した。新型コロナ 

ウィルス感染防止対策や回復期に向けて新たな展開を図る事業であり、本年度４月 1 

日から１２月 31日の間の事業という条件。市民対象の非営利活動団体が行う公益活 

動に助成される。事前相談の結果、横浜日独協会の懸案のネットワークシステムの整 

備充実の事業計画が申請枠に入り、去る 8月 7日申請を済ませた。申請総額 318,000 

円、助成予定額 270,000円。①ヤングクラブ支援策としてネットワークの整備、②認 

定ＮＰＯ法人化とコロナ感染防止対策のためのオンラインシステムの基盤整備が主 

眼。モバイルパソコン、会議用マイク、ポケット無線ラン、ｚｏｏｍプロソフト、ウ 

ェブカメラなどを整備する。 

中小企業支援委員会では例年開催しているセミナーもオンライン化を視野に入れ検 

討を始めているなど、当協会としてはとてもタイムリーな内容といえるが、具体化す 

るためにはタスクフォースの設置が必要であり、会員の中からの人選や専門家のアド 

バイスを受けられるようにしていく。（齊藤事務局長） 



 

 以上、オンラインミーティング環境整備助成金申請について全理事一致して承認された。 

 

 

以上により本日の議事を終了して、議長は閉会を宣した。  

 

 

以上、オンライン会議による理事会のこの議事録が正確であることを証します。  

 

 

    ２０２０年８月２７日  

議 長  早 瀬  勇 

 

議事録署名人  能 登  崇 

 

議事録署名人  向 井  稔 


